
5社のファイナリストから、株式会社mediVRがグランプリを受賞。

JHeC2018 コンテスト結果
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グランプリ
VRとAI技術を利用したDual Task型運動
リハビリテーション治療機器／
株式会社mediVR

VRやAI技術等を利用し、定性的に行われていた運動リハビリ
テーションの個別定量化の実現及び、世界に対する日本技術
のプレゼンス向上を目指す。

優秀賞

尿による栄養の過不足検査／
株式会社ユカシカド

世界発の、尿から栄養の過不足を評価する栄養検査
「VitaNote」及び検査結果に連動したテーラーメイドサプリ
サービスによって、世界中の栄養課題の解決を目指す。

世界から「孤独」を無くす愛情鳩時計／
OQTA株式会社

スマホアプリと連動した「愛情鳩時計」を通して音による愛情を
伝えることで、「孤独」や「社会的孤立」を無くすための新しい
アプローチ方法を目指す。

再発予防（三次予防）支援システム／
株式会社PREVENT

脳梗塞や心筋梗塞等の大血管病の再発予防や、生活習慣
病の重症化予防の完全オンライン支援サービスを通して、
「予防」に対する社会課題の解決を目指す。

企業の健康経営推進をサポートする“オンライン
健康保険室”／
株式会社iCARE

産業医と連携し、チャット・クラウドを用いた健康管理の統合
プラットフォームサービスの提供を通して、企業の健康経営推
進と従業員の健康増進を目指す。

ファイナリスト概要



1. JHeC2018グランプリ受賞者の概要
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【当日のプレゼンの様子】



2. JHeC2018優秀賞受賞者の概要（1）
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3. JHeC2018優秀賞受賞者の概要（2）
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